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神経内分泌腫瘍に対するオクトレオスキャン
(インジウム標識ペンテトレオチドによる画像診
断) は，海外ではすでに認可されている．しかし
稀な疾患であり，日本では現在有効性と安全性に
ついて追加臨床試験が必要な状況となった．カル
チノイド，インスリノーマ，ガストリノーマ，グ
ルカゴノーマ，VIPoma， ソマトスタチノーマな
ど消化管ホルモン産生腫瘍を有するか，あるいは
その疑いのある患者は，患者数が少なく，短期間
で十分な症例数を確保することが非常に困難で，
全国的に広く会員に対して臨床試験への参加登録
を呼びかけ，臨床治験を終了することができた．
佐賀恒夫先生がこれらデータをまとめ 「核医

学」 に投稿中である．その要旨は，消化管ホルモ
ン産生腫瘍が疑われる 40 例 (既存の画像検査で病
変が確認されている A 群：18 例，ホルモン値が
高値であるが責任病変が確認されていない B 群：

22 例) を対象に，インジウム-111 標識ペンテトレ
オチドを用いたソマトスタチン受容体シンチグラ
フィ，多施設共同臨床試験を実施した．有効性評
価対象 35 例中，酢酸オクトレオチド負荷試験実
施症例において A 群で 12/16 (75%)， B 群で 11/

19 例 (57.9%) が有効と判断された．組織診断実施
症例では A 群 5/9 例 (55.6%)， B 群 2/4 例 (50.0%)

が有効と判定された．臨床的有用性について，A

群で 11/16 例 (68.8%)， B 群で 5/19 例 (26.3%) で
「有用」 と判定された．これらの結果は稀な症例の
臨床治験においては，学会の掲示板などを利用し
て患者を公募する手法はきわめて役立った．この
手法はこれからも活用されるものと思われる．
今後本剤使用のガイドラインの作成が必要と思

われる．
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